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序

　L．v．Beethoven（1770～1827）作曲のPiano　Sonateは32出ありますが，その音楽的た素

晴しさと共に，Beethoven自身の人生や，彼の人間哲学，そして計り知れないピアニズムが

内包されていることから，ピアノの新訳聖書と言われ，数多くの音楽家のみたらず，音楽愛好

家にも愛され続けられています。これらのSonateはHaydnの影響が強い初期と彼の円熟期

の中期，そして超越した人問性を感じさせる後期とに分けられますが，作曲的また音楽的にも

傑作が並んでいるのは中期と後期の作品でしょう。しかし，演奏的にはいずれも大変た曲が並

んでいます。

　Beethovenの殆んどの作品は，講読みと一応の演奏はそう困難ではありませんが，音楽的

た演奏となると大変です。何故たら，ただ，単に弾くだけでは決して音楽にならたいので，演

奏者はその中に心と魂を入れ込む事に全身全霊打ち込まねばたらないからです。そのためには

Beethovenを良く知ること，作品の時代背景を良く考察すること，そして何よりも，研究し

た諸々の知識を元にしたイメージ創りと音創りに，時間と労力を惜しまないことです。

　この論文は，今までの論者のピアノ教育家としての25年余の経験を中心にBeethovenの

Piano　Sonate第8番，c－mon，op，13，“Pathetique”をいかに教えたら良いのか，また，い

かに演奏したら良いのかを探求しだから，その為の音創りとイメージ創りを中心に，出来るだ

け解り易く，出来るだけ容易に書いてみました。

　世界の音楽の世界で，イメージ不足と言われる日本の生徒達，作曲家に関係なく何セも同じ
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音質で何となく弾いてしまう生徒達が，この曲を学ぶ事によって，この論文を読む事によって，

少しでも，ピアノに対する姿勢が変わるよう願っています。ピアノーを愛する生徒諸君にとって，

また論者と同じくピアノを教えている先生方に，大いに利用される事を心より願って序文とし

ます。

第1章　Beethoven　Piano　Sonate第8番，c－moll，op．13，’’Pathetique”概観

　このPiano　Sonateは1799年に作曲され，彼の初期のPiano　Sonateの最高傑作と言われて

います。

　曲は3楽章より成っていますが，今までのSonateには見られたいGraveの導入部を第1

楽章に取り入れ，彼独自の手法が少しずつ開花して行く様を呈しています。また，各々の楽章

のパラソスが良く，音楽的には勿論のこと，作曲的にも優れている名曲です。曲に付けられて

いる“Pathetique’’と言う名前はギリツヤ語“Pathos’’に由来すると言われていますが，日本

語の“悲しみ”，“苦難’’，“何かに心打たれ感動した状態’’の意味です。

　Beethovenの標題付のSonateには“Pathetique”をはじめ，“田園”，“月光”，“テンペスト”，
‘‘

純泣hシュタイゾ’，“熱情’’，“テレーゼ”，“告別”，“ハンマークラヴィア’’等がありますが，

彼自身の命名はこの“Pathetique”と“告別”の2曲のみです。この事からしても，この曲に

対する彼の思い入れを伺い知る事が出来るでしょう。

　では，何故にBeethovenはこの曲を書いたのでしょうか。この事について知るのは，この

曲を理解し，演奏する上で最も大切なキーポイントになりますので一言触れる事にしましょう。

　ご承知のようにBeethovenは耳病に苦しんだ音楽家です。彼の耳病は，この曲を作り出す

少し前頃から始まるのですが，音楽家として将来を嘱望されていた彼の事，人には言えず，一

人で苦しみ，悲．しみ，悩んでいたことでしょう。この曲にはそういった人間Beethovenの姿

がそのまま現われています。演奏者はまず，そのBeethovenの苦しみや悲しみを感じなけれ

ばなりません。そうする事によって演奏に心と魂が入っていくのです。

　しかし，この曲は苦しみと悲しみだけの音楽ではありません。第1楽章のGraveの導入部

分は確かに悲愴感に満ちていますが，A11egro　di　mo1to　e　con　brioからは自分の運命に果敢

にも挑戦していくような，彼の激しい戦いの音楽が鳴ります。

　第2楽章では非常に精神的な清らかだ祈りと瞑想の音楽が響き，第3楽章には彼の若々しい

軽快た躍動感が満ちていますが，その根底には，やはり，彼の苦悩がある事を忘れたいように

しましょう。演奏者はBeethovenの心の動きをしっかり掴んで，彼の心と共に音楽を進めて

行くよう心掛ける事です。

　Beethovenはこの曲を作曲した後も耳病に悩み苦しみ，1901年のWege1er注1宛の手紙には

“僕はもうこれ以上辛抱は出来ない。運命の喉元に手を突っ込んで握り潰してやる。僕は決し

て屈服したいぞ。”注2と書いたり。1802年には死を決意し，自分の耳病を告白した有名た“ハイ

リゲソシュタットの遺書”を残したりするのですが，彼の不屈の魂は完全に耳が聞こえなくた

っても，音楽を鳴らし続けたのです。

　では，曲全体の事はこれ位にして，次の章に進み，各楽章を詳細に論じ，学ぶ事にしましょ

う。
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第2章　第1楽章の構成と演奏法について

　第1楽章はこの曲の最も大切た楽章です。かれの悲槍感が導入部分の1O小節に凝縮され，

また，楽章の随所にその悲槍の主題を挿入し，勇敢に自分の運命に立ち向かいながらも，苦悩

の為に落ち者かたい彼の心の動きが手に取るように解ります。この楽章では，常に悲恰感が根

底にある事を忘れないで音楽をまとめるように心掛けましょう。

1．第1楽章の構成について

第1楽章は次のようだ構成のソナタ形式で書かれています。

導入部

提示部

展開部

再現部

終結部

　1～10注3

11～126

127～190

191～290

202～206

各部分をより詳細に見ていくと，以下の様にたっています。

a．

b．

C．’

d．

e．

導入部　導入部の主題提示　　　1～　4

　主題の変奏　　　　　　　　　5～1O

提示部　第！主題の提示と確保　11～26

　推移　　　　　　　　　　　　27～50

　第2主題の提示と確保・　　51～88

　推移と終止　　　　　　　　89～126

展開部　ここでは導入部の主題で悲槍感を強調し，第1主題と第2主題とを使って

　　　　見事た展開がみられます。

　以下の3群にまとめられます。

　（127～130）十（131～163）十（166～190）

再現部　第1主題の再現　191～216

　第2主題の再現　　　　217～249

　推移の再現　　　　　250～290

終止部　3度悲槍の主題を鳴らし，その悲槍館を否定するかのように，第！主題を

　　　　響かせ，堂々と第1楽章は終わります。

　　　　（291～293）十（294～206）の2群で書かれています。

2．第1楽章の演奏法について

　第1楽章の音楽的たイメージとしては，この曲の根底に流れているBeethovenの悲槍感と

苦悩を，そして，その運命に立ち向かう彼の精神の強さをしっかり掴む事です。導入都では彼

の深い悲しみ，不安そして心の叫びを良く聞きましょう。第1主題が始まるA11egroからは，

彼の闘志，苛立ち，そして一時の休息を感じ取らねばなりません。これらの事をしっかり掴ん

でから実際の音創りをします。

　まず，最初の和音（譜例1）ですが，とても大切な和音ですからしっかり響かせるように，

この和音を鳴らす前にペダルを踏んでピアノの弦を解放しておくことです。音のイメニジは言
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うまでもたく深く重々しい音の塊で決して固い音でたく良く響く豊かたBody　Tone注4です。

　そのタッチは両手の手のひらでがっしりと和音が掴めるように，基本的な手のフォームを弾

く前に軽く固定し，全身で弾けるように，体の重みを指先にかける準備をします。指先に実際

に全身の重みをかけてみてください。指先をキーに固定し，上半身を腰から指先に向けて前に

倒して見ると，指先に体重がかかるのが，はっきりと認識されるでしょう。しかし，実際に産
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音する時は，一瞬にして体重をかけねばなりませんから，ブレスをして気合いを掛けるように

します。柔道や剣道の選手が一本決める時の気合いを想像してください。度音の瞬間はフォー

ムした手をキーに近接し，腰をしっかり落ち着け，両足もしっかと肩幅に開いて安定させ，ブ

レスを深くして，気合いと，指先がキーを捕えるタイミングとがずれたいようにして弾きます。

言い替えると，腰からのエネルギーが気合いに乗って瞬時にして指先に伝達されるようにする

ことです。キーベッドにそのままの全体重をぶっつけたいこと，手をキーの上方に用意して，

上からキーにぶっつけたり，たたいたりしたいこと，指の第1関節と肘との問に」本の緊張し

た弦が張っているように，指の第1関節と肘との連結を確実にします。脱力の方向は，エネル

ギーがキーの真下を通り，．自分の体に戻って来るようだ感じです。決して手首を上げて手首か

ら脱力したいこと。深呼吸する時のように胸を開くようにして，肘を外側に向かって，肩関節

から円運動させながら脱力することです。身体のどの部分から脱力するか，どの方向に脱力す

るかは，音質創りにとても重要た要素ですから注意しましょう。要は＜全身がこの大切た和音

の産者と，その後の解放に加担する＞と言うことです。言い忘れましたが，この和音は音の塊

にするのはもちろんですが，右手の最高音C注5音を他の音より少し響かせるよう心してくだ

さい。どうしても，c音を響かせることが出来ぬ場合は，5の指に4の指を重ねてみてくださ

い。かたり響きを助けてくれます。そのために，和音が決して薄くならぬよう気を付けるのは

言うまでもありません。

　さて，和音創りはこれで万全ですが，ここで厄介なことは，この和音にfpが付いているこ

とです。fpペダル奏法が無くはありませんが，とても困難た上に，失敗すると全部の音が消

えてしまいますので，ここでは和音を十分に響かせた後で一度ペダルを離し，ゆっくりと，も

う一度ペダルを踏み変えることを勧めます。これで随分と最初の響きが減衰しfpの感じが得

られます。譜例1のように，この和音から，1小節ずつの動機が3度出て来て導入部の主題を

形割っていますが，決して同じように弾いてはいけません。1cresc．2cresc．3にします
が，cresc．の幅一烽垂盾モ潤Cmeno，mo1toのように変化させて下さい。このテーマの頂点の音は

4小節目のsfのesが最初の頂点，そして，次のsfのasが第2の頂点にたりますので，4

小節目の2抽目はpにしてas音にむかっての。resc．はmo1to　cresc．です。最初の和音を弾

いたら頂点のas音を頭に入れ，この4小節を一つの長いフレニズとして演奏してください。

その他の演奏上の留意点は，付点のリズムを正確に刻むこと，タイ音を長く感じること，4小

節目の走句は音の粒を揃えること，縦の線を乱さないこと，両手の反進行に気を付けること位

でしょう。音楽的な表情は譜例1を参照のこと。

　5小節目からは右手と左手の呼応，あるいは間答で書かれていますので，音のイメージは天

と地のように感じ，右手は透明感のある響きを，そして，左手はがっしりとした音の塊として

捕えましょう。そのために，右手のオクターブは5の指を少し響かせ，左手は音塊として感じ

ながらも最低音を響かせるようにします。決して固い音にしないように。両手の対比を上手に

創ることです。また，5小節からは9小節目のf音のオクターブに向かって頂点を創り7小

節が一つのまとまりにたるように演奏します。他の演奏上の注意点は4小節目迄と殆んど同じ

ですが，左手の和音の奏法について少し述べることにしましょう。

　左手に和音の連打がありますが，ここでは手を丸くし，和音のフォームにしてからキーに近

接し，肘を支点にして肘関節から弾きます。弾いた後もキーに近接したままでキーが上昇した

ら，再び肘からキーを抑え込むようなレガートタッチで弾きましょう。決して，スタカートに
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しないことです。多くの生徒がスタガートタッチで弾くことが多い箇所ですから気を付けてく

ださい。

　9小節目からは静寂を感じて弾きましょう。聴衆を引き付ける部分ですから，心を込めて弾

くことです。最後の半音階の走句は心が震えるように感じてください。vibration　pedaI注6（図

1）を上手に使うと良いでしょ一う。

　走句の奏法は，キーと肘あ距離を一定にし各音の粒を揃え，あたかもグリッサンドを弾く要

領で弾くと良いでしょう。決して手首の上下運動をしたり，手の方向を変えたりしたいことで

す。また，腕の重みを軽く（重みをかけすぎると音が重くなりすぎます）指先にかけて，その

エネルギーを引きずるようにし，指先を肘でプッシュするようにして，指先より肘の運動が先

行するようにして弾くと，しっかりした音で速いパッセージを容易に弾けます。決してお化け

トーンにならないよう注意し，全ての音の粒がはっきりと聞こえるようになるまで確実にさら

うこと。また，左手の和音は静かに弾きましょう。

　フェルマーターの後のb音は次の。音，つまり，第！主題に続く大切な音ですから，絶対

はずさないように。

　11小節からA11egro（譜例2）に入りますが，ここの右手の音は，太くて，男性的で明確た

音，しっかりした音，良く鳴る音，健康的た音をイメージし，左手はティンパニーが鳴ってる

ように弾きます。左手のトレモロの間隔がいかげん牛だりがちですから気を付けましょう。そ

の為に左手を2小節単位でフレーズを創り，正確に弾くこと。また，親指の。音が5の指の。

音より強くたらないように注意しましょう。15小節からは5の指の音階，c－d－es－f－g－as－fis－

g－Cを良く聞いて音楽的にまとめることが大切です。べ一スの音質をイメージし，各音がアク

セントにならぬよう。resc．を上手にやって，音楽にしてください。14小節までは。resc．した

いこと。

　右手のスタカートは軽薄にならぬよう，男性的だしっかりした音を確実なタッチで音符の半

分の長さを頭に置いて弾きます。練習法としては，まず，Fingeringを決めてレガートで音

の連絡をしっかりと掴む練習をし，その後，リズムを変えたり，テンポを変えたりして，各音

が確実に掴めるまで，譜例3を参考にして練習することです。仕上げのスタカートで弾く時は，

レガート奏法での練習の時と同じように，手をキーから離しすぎぬように，腕とキーとが平行

線上で動き，右手の音は全てArm　Tone注7で取りましょう。運動の中心は肘です。また，11

～14小節迄の。resc．はしないように。15～18小節迄の和音は，オクターブをしっかり響かせ，

和音の各音が全て聞こえるように弾き，特に17～18小節の右手の中声，g－fis－es－dと左手の，

g－es－fis－gは対応しているので，良く音を聞いてください。フレーズは8＋8＋8（4，4）

十16（4，4，8）でまとめること。27，28と31，32小節のsfは短いペダルを使い，28，32小

節の方のsfよりを強く感じて弾くこと27・32小節の左手のg青は右手9音のオクターブと
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譜例3

3

中レ　　、　　　　　ム’

呼応して弾きます。30，34小節のas音は，良くミスリーディソグされる音ですから気を付け

ましょう。．

　29，33小節の左手のd＋fの和音は肘からプッシュするような感覚で，しっかり音を掴むよ

うにして弾きます。29～30，33～34の分散和音は，音の粒を揃え，肘の一つの運動で一気に弾

くと良いでしょう。d㏄resc．を忘れたいように。38，42，45，46，47，48小節のsfzの和音は，

全てBody　Toneで取りましょう。導入部の最初の和音の奏法を使ラと良いでしょう。

　51小節から（譜例4－1）は，全く正確の違う軽快た低音と高音との対話である第2テーマ

が始まります。低音をチェロあるいはバスーン，高音をヴァイオリンあるいはフルートの音色，

音質をイメージし，音楽劇りをしてください。第1テーマのスタカートで述べましたが，この

スタカートも軽薄にたらぬよう，しっかりArm　Toneで弾きます。Beethovenですから決し

てチャチにたらぬことです。がっしりと音楽を創りましょう。タッチで注意することは，4つ

のメロディトーンを単音的に弾がぬこと，腕のひとつの動きで取ることです。低音のタッチは

腕の重みを少し指先に掛け，高音の時は腕の重みをあまり掛けたいようにすると良いでしょう。

また，51小節の左手のスタート音bは，右手の下から取ります。

　53小節の前行音は，次の音gesとくっつかたいようにし，ges音には軽いアクセントを入

れ音を長く感じて弾くこと。この音が短くなると音楽が忙しく聞こえますから良く注意してく

ださい。左手のb音は，勿論，右手のges音と同時に鳴らします。また，トリルは譜例5の

ように左手のb音と同時に弾きますが，Bachのトリルのように感じて弾くと良いでしょう。

決して次のf音が強くならたいように。また，左手の全音符の長さは正確に守り，3度の和

音は軽いスタカートで弱めに弾いてください。右手のスラーは厳守すること。cresc．decresc．

の創り方は譜例5を参照してください。音のバランスに気を付けること，8＋8＋8＋14でフ

レーズを創ること，75，79小節のsfzが唐突にたらぬこと，ペダルを使わぬこと，75～76，79

～80小節の左手の動きに注意すること等もしっかり心して弾いてください。

　この部分で一番多い欠点は，右手と左手の交差奏法が入って来る為，右手の音が飛ぶ時に，

つい，両手のメロディーの最初の音が強くなり，音楽の流れを壊してしまうことです。腕を先

行させて音を出す前の準備練習をしましょう。

　88小節のppは大切です。Beethovenが音楽を作曲するときの強弱思考は，平均的にmfで

あると言われています。それ故に，彼のppはとても大切なのです。うんと気を使ってくださ

い。また，この小節の最後の音でペダルを使うと次に来る推移に落ち着いて入っていけます。

　推移部分（譜例4－1）はdo1ceで静かにスタートします。音のイメージは右手のメロデ

ィをヴァイオリン，左手のべ一スはチェロにべ一スの音を重ね，中声はヴィオラの音にしまし

ょう。メロディとへ一スは，勿論，Am　Toneでしっかと鳴らし，中声は薄い音，つまり，

Finger　Tone注8にして，明確に音質を変えることが大切です。左手のesと右手のes音はお

互いに呼応しましょう。静けさを壊さぬこと，中声がガタガタLないように，指がキーから離

れないように，両手の8分音符がずれないようゆっくりとさらい，その後に少しずつ速くして
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譜例4－2
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竹　、

一

叩ラ
叩3 げヲ 卯う 叩一 叩ラ　が　　所ヲ 所う　　叩　　　即

行って，弦の響きに近いレガートトーンを見つけてください。両手の音がぶつかり合わたいよ

う，裏拍が強くならぬよう，2小節がひとつのまとまりに聞こえるよう注意すること。練習方

法は譜例6を参考にしてください。

　また，93小節からの両手の反進行はしっかり意識して弾くこと，cresc，を速くしないことで

す。cresc．は，後半の96～98小節でmo1to　cresc．をかけると演奏効果大にたりますから，音

を良く聞いて練習してください。特に左手のCreSC．に気を付けること。静けさからスタート

したエネルギーの爆発を上手に，荒くならたいようにして表現することです。96小節からの一奏

法では，勿論，肘が運動の支点であり，先行します。両手のスタカートはぶっつけないように，

しっかり掴んで度音してください。また，93～98小節は一息で弾くこと，決して4つの音が固

まったようだ断片的な弾き方はしたいように。練習方法は譜例6を，ペタリソグは譜例4－2

を参照のこと。ここは12＋12でフレーズを感じてまとめ，推移の後半に進んでください。

　ここでも同じメロディが反復されますが，1回目pで簡潔に，そして，2回目は12！小節の

fに向かって。resc．を掛けて変化を付けます。この。resc。によって第1テーマをfで力韓く

始めることが出来ます。また，右手の走句はFigeringが悪いと弾けませんので，Fingering

をしっかり決めて，音の粒を揃えて一気に弾きましょう。腕の欠きたひとつの運動で弾きます

が，左手が決して右手のメロディを邪魔したいことに注意しましょう。しかし，125～126，

127～128小節の2つの音にはdecresc．を掛けまとめます。決して単音的扱いをしたいこと。

しかし，129，130，131，132小節のsfzは単音的に弾きます。さて，曲は展開部に入りますが，

導入部のテーマは先述の奏法で良いでしょう。i29小節からの。resc．はとても大切です。深く

心にしみ入るように，手のフォームを固定し，キーに指を触れたままで和音を掴むように深く

タッチしてください。

譜例7
④

■チ　　。

，＿
@　”差担、・ 戸什㍑紅J

3

　139小節から（譜例8－1）は第1テーマの変奏と発展です。第一テーマの時と同様に，先

述のようにして練習しましょう。しっかりした音でCreSC．をし，頂点の和音（g÷e）まで，

一気に弾き切ってください。また，この頂点の音でペダルを踏みますが，左手のeオクター

ブと次の音（g＋h）がくっつかぬように注意しましょう。142～143，145～146小節は同じメロ

ディですが同じに弾がないよう，一度目より二度目を強く弾きます。各々g音，a音に向か
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譜例8－2
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って。resc．をかけます。148～149，150小節も同じです。15！小節からメロディが左手に移り

ますのでボリュームの変化（左手を強く）を明確にしましょう。ここでは，左手のメロディに

気を取られて，右手のトレモロがいいかげんになりがちです。最初は1小節ずつの頭に軽いア

クセントを付けて練習し，仕上げの時は4小節単位で軽いアクセントをつけるようにしましょ

う。縦の線が乱れないように十分注意します。左手のフレーズは3小節単位で歌うことを忘れ

たいように。勿論，cresc．をかけます。163小節のdesのオクターブは左手の頂点ですから，

しっかりffで響かせ169小節に向かってdecresc．します。

　169小節からはppで柔らかい音を見つけてください。8分音符の4つの塊の最初の音。is－

d－c－h－cis－d－c－hを，メロディにして弾くとまとまります。塊の2つ目の音が強くなりがちで

すから気を付けてください。最初の音を弾いた後で完全に脱力することです。177小節からも

全く同じです。173小節のスタートはppにします。そして，一気に！75小節のd＋fの和音迄

mo1to　cresc．をかけ，d＋fにはsfを付け力強く弾きます。次のトリルも，両手のスタート音

をかっちり合わせ力強く始めてください。175～176，183～189迄の左手はメロディとして力強

く歌うよ．うに弾くとまとまります。ここは，何本かのべ一スが弾いている音のイメージです。

　189小節からの右手の走句は8分音符の4つの塊の2つ目の音が飛び出しがちですから譜例

7と同様に，付点練習や3連音符の練習をすると良いでしょう。2つ目の音が飛び出すとこっ

けいにたりますから，良く音を聞いて，第工音のエネルギーが残ら吐いようにさらってくださ

い。音の粒を揃えること，手と腕のフォームを決め，キーとの平行運動で弾くと良いでしょう。

スタートはff，そして197小節のppに向かってdecresc．をかけます。

　197小節からは再現部です。先述の部分を参考にしてさらいましょう。特に注意することは，

209小節からの両手の反進行に気を使うこと，右手の和音は最高音を良く聞きながら全部の音

を響かせ。resc．とdecresc．すること，同じフレーズが3回出て来ますから同じに弾がたいこ

と位でしょう。

　297小節からはコーダです。pですからBeethovenの深い悲しみと不安をイメージし，心を

込めて弾くように。また，多くの生徒は299～300小節で縦の線がずれがちですから，しっかり

と音を揃えて300小節のppに向けてdecresc．をかけましょう。301小節から最後の小節まで

は，勿論，」気に弾きます。307小節からの和音はBody　Toneで力強く弾きますが，オーケ

ストラのTuttiをイメージし，良く響かせましょう。音が荒く，固くならぬように脱力を上手

にしてください。そして，最後のフェルマーターの休符の小節のは，最後のビートまで緊張感

を持続させてから曲を終えましょう。

第3章　第2楽章の構成と演奏法について

　Rubmste1n注9は“Beethovenの音楽には緩徐楽章に傑作が多い’’と述べていますが，この

Sonateの第2楽章は疑いもなくその傑作の一つでしょう。＜見事な霊感のひとつであり，溢

れるぱかりの情感に満ち，単純さと均整によって品性をも具現している＞とも言われていま

す。。ここには第1楽章の悲槍感も闘志もなく，あるのは心からの祈り，瞑想と安らぎです。

演奏者はBeethovenの心の音楽をしっかり捕えて演奏せねばなりません。

170



Ludwing　van　Beethoven作曲Piano　Sonate第8番，c－mo1L　gp．13，“Pathetique”の教授法

1．第2楽章の構成について

　第2楽章は二つのエピソードを持つリード形式と解釈されたり，Coda付きのロンド形式で

書かれていると言われていますが，ここでは解りやすいA，B，A，C，Aの基本的たロンド形

式とCodaの曲と解釈して論を進めます。

　第2楽章の構成を小節数で見ると以下のとおりにたります。

　　　A………1～16（8＋8）

　　　B・…・・…17～28（6＋6）

　　　A………29～36（8）

　　　C………37～50（8＋6）

　　　A………51～66（8＋8）

　　　Coda　…67～73　（7）

2．第2楽章の演奏法について

　A部分（譜例9－1）は高音と低音の二重奏で書かれていますが，音のイメージは上のメ

ロディがヴァイオリンかフルート，下はチェロ，伴奏はヴィオラの音質が良いでしょう。論者

はフルートよりヴァイオリンの音のイメージを勧めます。どちらにしろ，あ奉り薄い脆弱た音

はいけません。健康的な音で叙情的に歌うことです。また，この楽章の全体的なタッチは，指

先より，むしろ指腹を使う方が良いでしょう。

　最初の右手のメロディは重音の中で響かせねばたりません。二つの音にかけるエネルギーの

比率を6対4ぐらいにしましょう。旋律を明確に歌うことが大切です。メロディの音質は異な

りますが，Chopinの宜tudes，op．10－3と思ってください。多くの生徒はメロディをはっき

りと出して歌えませんから，良く耳で聞いてメロディが和音の中で埋没したいよう譜例10を参

考にして練習してください。メロディラインの音質が優しい，膨らみのある音質として響き，

それが一定にたるまでやってください。可能た限り美しい音質と音色，そして，完全なレガー

トタッチを見つけましょう。

　二重奏のメロディはAm　Tone，伴奏は」Finger　Toneです。特に左手の音は深い，良く響

く音が得られるように全腕の重みを上手に使い，脱力方向をエネルギーがキーの下を通り，肘

から左回りの円周の」部をつくるように感じます。脱力のタイミングは良く音を聞いて決めま

すが，決して速い脱力ではありません。支えは指の第1関節と村とに1本の弦を張ることです。

メロディの歌い方は譜例9－1を参考にして，cresc．decresc．を自然にかけ，オーバーにた

らぬように，また，俗っぽくたらぬように気を付けましょう。教会での祈りがイメージです。

　また，旋律をより清らかに響かせる為には，ペダルがとても大切になります。ここのペタリ

ソグは，必ず後踏みペダルにしましょう。メロディ音と同時にペダルを踏みますと，音の清澄

さが得られませんから，メロディ音の後の16部音符で踏んでください。メロディを弾いてる時

は，勿論，ノソベダルですから，必ず音の連結を良く聞きましょう。また，高音と低音は常に

呼応して進行し，不自然さがないように注意します。メロディ音と共にペダルを踏んだ時の音

の響きと，後踏みペダルの時の音の響きの違いを良く聞き分け，後踏みペダルの効果を明確に

認識することが大切です。特に，2，5小節の左手，各々g，des音は右手のメロディを支え

る大事な音たので，音の扱いに気を使ってください。3小節目の両手の反進行にも気を使いま

しょう。
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譜例9－2
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譜例9－4
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　申声の演奏上の注意点は，音量がメロディより強くたらぬこと，裏拍が強くたらたいこと，

タッチは手の平の中ですること（inside－tone），レガートに弾くこと，2小節単位で流れ，フ

レーズとしてまとめること位でしょうか。手のフォームを一定にして，その手のフォームの中

でキーを深く使わないで，Finger　Toneで弾きます。メロディを弾くよりずっと難しいので，

16部音符の16個の流れが自然に聞えるようにたるまで，レガートとppで，良くさらってくだ

さい。まとめ方は8＋8ですが，後者の全体的な音量を少し上げると良いでしょう。

　次のB部分（譜例9－1）は瞑想的た音楽劇りで静けさの中に霊感が満ちています。

Beethovenの心の動きを良く感じて音楽劇りをしましょう。ここで最も大切なことはメロデ

ィの繊細な。resc．decresc．です。17小節から18小節の。音に向かっての。resc．，その。音か

ら19小節の。音へのdecresc．，19小節2拍目の。resc．等，単に物理的た強弱としてでなく，

音楽的にいかに感じて弾くかが勝負所です。また，左手のレガートスタカートは短かくなりす

ぎぬように，軽すぎたいように，肘を安定させ，手のフォームの中で肘を支点とし，エネルギー

の保持を少し長めr感じるようにしてタッチしてください。決して手をキーの上方に上げたい

こと，音を跳ねないことに注意して，キーに近接して弾くよう心がけ，心の音楽を創ってくだ

さい。

　また，20，21小節の同音は譜例9－1の下部分を参照のこと。細かい音がいいかげんにたら

ぬよう，チャチにならぬように気を付け，左手は一つのフレーズ（6小節単位）として弾いて

ください。21小節の～は譜例9－1のように弾きます。22小節の装飾音は慌てたいで，タイミ

ングが不自然にたらぬよう気を付けて，軽く弾くこと。24，26，27，28小節からはペタルが重
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要です。譜例9－1を参考にしてください。ここでも後踏むみペダルを使います。24小節は勿

論，中声を響かせます。この部分の音のイメージとしては，クラリネットのメロディに，弦楽

器の伴奏音をイメージすると良いと思いますが，ペダルと一 Bresc．decresc．rit，そしてpPと

装飾音符に注意して，音楽の流れを上手く習得しましょう。

　曲は8小節のAの弦楽合奏をを経てC部分（譜例9－1）に入りますが，ここのトーンイ

メージもB部分と同じく，メロディはクラリネットの音色，伴奏部はヴィオラの弦楽合奏に

し，音楽的にはB部分より少し明るく感じましょう。音の扱いはB部分と同じく，メロディ

トーンが和音の中に埋没しないように，また，メロディトーンの音質が変わらたいように気を

つけて歌います。メロディはAm　Tone，伴奏音はFinger　Toneです。38小節の左手のメロ

ディはチェロの音をイメージして弾くと良いでしょう。スラーを正確に，また，スタカートは

少し長めに弾きます。腕，特に前腕の重みを指腹に乗せて弾き，音楽の表情は譜例9－1を参

照のこと。

　37～40小節迄はppで弾いて，41小節から44小節の冒頭のsfの音（eのオクターブ）へ向か

っての一。resc．，そして，fの音響的効果を大事にします。42，43小節の3つのsfは同じ強さ

にしたいで，各各ppの中のsf，mpの中のsf，mfの中のsfと解釈し，3段階の変化をつけ

ます。感情が盛り上がって行きますので多くの生徒達はつい焦ってしまいますが，イソテソポ

で落ち着いたCreSC．で音楽劇りをしましょう。

　右手のスタカートはしっかりした音で弾きますが，柔らかい音をイメージしてください。特

に，sfの音が固くたらぬように気を付けて，たつぷりと響きのある音を見つけます。ペダル

は譜例9－2を参考にすること。また，37，39，41，45，47小節の第2音からは右手で弾いて

も良いでしょう。その方がメロディラインが明確に浮かび，歌いやすいかも知れません。

　左手の和音は音の塊としてしっかりまとめて鉢きますが，最低音の動きに注意を払い，左手

だけでもフレーズとして音楽的に響くように弾いてください。cresc．，sfに注意しましょう。

48，49小節の左手はべ一スの音質をイメージして弾くこと。スタカートが軽くたりすぎぬよう

に注意してください。

　曲は再びA部分に（譜例9－3）入って行きますが，最初のAとは気分が違います。同じ

メロディとは言え，中声の3連行が軽やかさを誘い，曲は明るく，喜びさえ感じさせます。こ

この3連行はとても大切ですから，スラーを守．って弾くこと，スタカートを跳ねたいで軽く弾

くと良いでしょう。スラーの最初の音を少し強めに，後の2つの音は弱く，軽くレガートスタ

カートで弾くことです。そう，ワルツの左手の弾き方を想起してください。

　さて，曲はいよいよCodaに入りますが（譜例9－4），ここでは再び祈りと瞑想の音楽が

響いて来ます。66～67，68～69小節に同じメロディが出て来ますが，同じに弾がないでくださ

い。1回目は内面のつぶやき，2回目はそのつぶやきが少し外面に出たように弾くと良いでし

ょう。70～72小節にも，同じモチーフが3回出て来ますが，ここも気分を変えて，つまり，中

味を変えて弾きます。1回目decresc．2回目decresc．3回目で強弱を付け，内容的には，疑

問，不安そして祈りを感じると良いでしょう。最後の2つの和音はあたかも，アーメンとつぶ

やいているようです。心からの祈りを捧げて曲は終わりを告げます。

　最初にも述べましたが，この第2楽章は名曲中の名曲です。精神的なものをより深く感じて，

より精神的た音楽劇りをめざしてください。その為にはフレーズリーディングを深く，厳格に

し，各フレーズを良くまとめ，cresc．とdecresc．一を繊細に付け，各部分の連結をより密にす
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ることです。そして，場面の移り変わりごとに気分の転換も明確にしながら，音楽がより自然

に流れるようになるまで心を込めて練習してください。清らかだ，一途た青年Beethovenの

心境を良く感じて仕上げるよう心してください。

第4章　第3楽章の構成と演奏法について

　第3楽章には第1楽章の暗さ，悲憤感，果敢な闘志，また。第2楽章の祈り，不安感，瞑想

等は微塵もありません。ここには青年Beethovenの精神的た明朗さが曲を進行させます。し

かし，その明るさが何とたくすっきりしないのは，根底に耳病に対する悲槍感がかすかに残っ

ているからでしょうか。とにかく，ここではその悲槍感を忘れようとする彼の心意気に満ちて

います。バラバラした，しっかりと響く音を基本にして，明確なタッチで，豊かに音楽を鳴ら

しましょう。ペダルは控えめにし，音が濁らないように気を付けてください。曲は最後に悲恰

感と不安感をのぞかせますが，再びその感情を否定して曲を終えます。

1．第3楽章の構成について

曲は短いCoda付きの口1／ドソナタ形式で書かれています。小節数は以下のように区分され

ます。

　　第1部・・・…　1～17（第1楽章の第2テーマの再現による第1テーマ）

　　　　　　　16～24（推移）

　　　　　　　25～32（第2テーマ）

　　　　　　　33－43（推移）

　　　　　　　44－49（終止）

　　　　　　　50－60（推移）

　　　　　　　61一一77（第1テーマの再現）

　　第2部・…・・78－15（右手第1テーマ，97より左手に第2テーマ）

　　　　　　　116－129（推移）

　　第3部……130－142（第1テーマの再現）

　　　　　　　143－162（推移）

　　　　　　　163－179（終止の再現と変奏）

　　　　　　　180－191（第1テーマの再現）

　　　　　　　192－219　（Coda）

2．第3楽章の演奏法について

　曲は軽快なスタカートで始まりますが，このテーマは第1楽章の第2テーマを使い，譜例11

－1のように，曲全体のまとまりを意識して書かれています。軽快に溌刺と曲をスタートさせ

ましょう。音質はしっかりと響く音，健康的な音をイメージします。右手のスタカートはキー

を深く使い，譜例11－1のように，細かい。resc．decresc．を付けて4小節を一気に弾き，左

手は，8部音符の4つの塊が4小節のフレーズとして聞こえるように，レガートでさらうこと。

固まりの第1音を少し長めに感じ，2つ目の音が決して強くたらないように，特に3小節目の

左手は裏拍が強くなりがちですから，c，c＋es，h＋d，as＋cを，付点のリズムで練習をして，
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最初の音を少し長めに感じて弾くと良いでしょう。2小節目の左手は一つにまとめます。

　右手13，15小節は下降音型ですが，17小節に向かって。resc．をかけます。ここの左手，特

に12～15小節は左手の第2音が強くなりがちですから，気を付けましょう。16，17小節のスタ

ガ一トは和音の固まりとしてBody　Toneで取り，しっかり響かせますが，音の長さは8都音

符位で良いと思います。12小節からの左手の固まりの第1音。－e－f－g－a－g－f－g－cはメロディ

としてまとめましょう。17，22小節の音創りは第1楽章を参考にしてください。19，23小節の

右手は，多くの生徒が8分音符2個ずつでビッコを引いたり，裏拍が飛び出したりします。良

く音を聞いてさらうことが肝要です。必ず，」つのまとまりとして，粒を揃えて弾がねばなり

ません。ここでも譜例7を応用し，リズムを変えて練習すると良いでしょう。また，ここの左

手bとasのオクターブは5の指をしっかり響かせると，より良い和音の響きを得ることが出

来ます。

　25小節から始まるEs－durの第2テーマ（譜例11－2）は，do1ceで優しく弾きます。8小

節を一つにまとめ，cresc．decresc．を自然に付けるよう心がけてください。音のイメージも
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優しい豊かた音をイメージしましょう。28小節のas＋bのスタカートは長めにし，次の29小

節に向かって。resc．します。音楽の表情は譜例11－2を見てください。

　33小節から推移（譜例11－2）になりますが，左手に乗って右手を弾くこと，3連音符の刻

みを正確に，かつ，音楽的に弾くことを念頭に入れ，33，34小節のスタカートはmp，mfで

変化を付け，35～37小節の左手の3つの和音は必ず。resc．してがっしりと弾きましょう。37

cresc．38小節，decresc．ppして，40小節は正確に表情を付け，42．43小節のスタカートは長

めに弾きます。

　右手は36～37小節の頂点の音fまでの。resc．を上手にかけること，3連音符を正確に，タ

イの音を長く感じ，次の音は弱めに，すみやかに入ることが大切です。37～40小節のスタカー

トは軽く，しかし，跳ねたいこと，．42小節の右手の。－h，g－fのスラーは厳格に守ること。

　44小節から終止（譜例11－2）にたりますが，ここでの注意点は，4分音符のスタカートと

2分音符のスタカートの差，を明確に弾き分けることです。各々8分音符，4分音符の長さに

し，2分音符の方に少し前腕の重みをかけるようにし，ここは8小節をワソフレーズでまとめ

ましょう。47小節の右手のsfのh音は，次の。音に行く大切た音ですから良く聞いてくださ

い。

　50小節からは再び推移（譜例11－2）ですが，ここは57小節のf音に向かって長いフレー

ズとして。resc，をかけまとめます。57，58小節は下降音型ですが，勿論，hの音に向かって

。resc．一 ｵます。音楽的に響かせるには57のf音をしっかり響かせ，58小節のf音まで少し

decresc．をかけ，59小節のh音に向かって再び。cresc．することです。ペダルは57小節の頭

で踏み，es音で離し，59小節の頭で再び踏むと良いでしょう。タッチは，57小節のf音に全

腕の重みをかけ，一度脱力した後，eS音で再び重みを掛け，その重みを逃がさないように，

引きずるようにして一気に59小節のh音まで駆け下ります。

　第2部の中間都は，78小節から第2楽章のテーマの変奏で始まります（譜例12－1）。対位

法で書かれていますから，両手に交互に出てくるメロディが明確に浮かぶように弾きましょう。

　音質のイメージは，柔らかくてたっぷりした音にし，右手をヴァオリソ，左手はチェロの音

質をイメージすると良いと思います。そして，86小節からヴィオラが加わります。静かな音が

合いますから，手や指を動かし過ぎぬようキーに近接し，深くキーを指腹で押すタッチで静か

に弾くことです。勿論，腕の重みを指腹に感じて弾きます。4小節をひとつにまとめながら，

シンプルた表情で流しましょう。両手の反進行を認識すること，各音でのレガートペダルが濁

らないよう気を付けること。特に左手にテーマがある時，右手に負けないようにしっかり響か

せて歌ってください。対旋律は弱めに単純に弾きましょう。97小節からは，第3楽章の第2テー

マが左手にスタカートで現われます（102小節からは右手に）が，ここのスタカートは落ち着

いた音で少し重みをかける為に，前腕の動きを中心に弾くと良いでしょう。決して，手首の上

下運動で弾がないよラ，また，音を跳ねたいようように，フレーズごとに一つの腕の運動とし

て捕え，スタガ一トの走句が音楽にたるよう注意します。102～105小節の左手のアクセントは

音量豊かに響かせる為に，全腕の重みみを指先ににかけて弾きましょう。

　106～115小節の推移（譜例12－1）はテンポ，リズム共におかしくたる箇所です。16分音符

の長さと間隔を正確に，メトロノームを使っで厳格な練習をしましょう。106から116小節のf

音までの長い。resc．はpp～ffまでのダイナミックスレイソジを2小節単位でp～mp，mp～f，

f～ffにします。演奏効果を創り出す一つのポイントですからしっかりさらいましょう。音の
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譜例12－2
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イメージはパラパラと響く，粒の良く揃った音です。両腕が交互に親指から外側に描く円運動

を使うと良いと思います。ppからffまでの全腕の重量の掛け方に気を配りましょう。n2，

113，114小節のsfは，この部分の頂点である116小節のf音に向かって3段階の変化をつけま

す。また，音が固くならたいように留意し，スタカートとレガートの対比を美しく弾くこと，

譜例12－1を参考にペダルを上手に使うことです。

　119小節からめテーマA（譜例12－2）は先述を参考にして弾くとよいのですが，128小節

からテーマが左手に移行しますので，チェロの音をイメージし，たっぷりと歌ってください。

右手は弱く軽く弾きますが，8分休符の次の音が強くならたいよう弱冠の音形をさらりと弾き

ましょう。133小節からは左手に乗って単純た抑揚を付けて流します。イメージは左が弦楽器，

右手はフルートの音質で良いと思います。142小節からは先述のとおりです。

　曲は再び終止に入りますが，後半で変奏し，テーマAに入って行きます。変奏の始まる162

小節からは，右手の2声に注意しましょう。音量の変化は勿論のこと，音質も2つの楽器の2

重奏をイメージして弾いてください。！70小節からは，4回目のテーマAが奏されますが，一 ｷ
ぐにCodaへと突入します。180小節までは静かに表情を付け，I81小節から185小節に向け

mo1to　cresc．をかけます。sfの音で曲をどんどん引っ張って行くことが大切です。184小節の

和音は，がっしりと力一ソと響かせましょう。185～187小節はfで弾き，188小節をsubito　p

にし，ここから両手共しっかり。resc．して210小節のf音に一気に突入します。ここはfu11

toneで音をしっかり響かせ，オーケストラのtuttiのように演奏しましょう。16分音符が走ら

ぬこと，粒をしっかり出すことが大切です。

　フェルマータの後，201小節から，曲は“不安”を一瞬奏しますが，それを否定し，ffの走

句で堂々と終わります。20！～203小節はヴィオラ，203～205小節はヴァイオリンを，また，次

の。－es＋f，c－es＋gはクラリネットとフルートの重奏をイメージすると良いでしょう。最後

の走句はtuttiです。力強く弾きます。指先に全腕の重みをかけて，その重みを逃がさたいよ

うにして」気に弾き切り，最後の音はBody　Toneでがっちりと掴み，良く響かせて曲を終え

ましょう。最後のフェルマータはエネルギーの余韻ですから，大切に感じてください。

　これで第3楽章の演奏は上手く行くと思いますが，細部にこだわり過ぎて，楽章全体のまと

まりをおろそかにしたいように注意してください。下手するとこの楽章はバラバラにたりやす

いので，用心してかかることです。そのためには，まず，全体を3つに分け，其の中でのテー

マの動き，連結をしっかり把握することです。軽快さ，若さ，明朗さ，そして，Codaの激し

い情熱をしっかり感じて仕上げましょう。

終　わ　り　に

　“演奏法を文章にすることの困難さを，嫌と言う程に思い知らされました。”と言うのがこ

の論文を書き終えた一番の感想ですが，歳を重ねるごとに，＜今までの演奏で学んだことや研

究したこと，また，生徒を教えることで学んだことや研究したこと等を書きを残しておきたい

＞と言う，論者の願望がやっと一つかなえられたのですから，その喜びが少しずつ身体の中で

湧いて来つつあり，“やはり書いて良かったな。”と思っています。

　これを機会に，今後も，折を見て，少たくとも，自分が愛した数々の曲についての演奏法を

残せたらいいなと思っていますが，果たしてどれだけのものを残せるか，今のところ未知数で
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す。あまり無理をせず，かと言ってあまり遊び過ぎぬよう心して，少しずつ書いていきたいと

願っています。

　音楽を愛する者にとって，また，ピアノを愛する者にとって，この論文が微力ながらもお役

に立つことを願って，終わりの言といたします。

注

1．Wegeler，…Franz　Gerhard　Wege1erでBeetovenのホソ時代からの大切な友人で，医者であったこと

　　　　　　　から，BeethoVenの耳疾の最高の相談相手でもあった．

2．The　New　Grove　Dictionary　of　Music　a皿d　Musician16巻のp．148

3．1～1Oの意は，1小節から10小節の意である．以下同じ、

4．Body　Tone…ピアノ奏法を大きく分けた場合の用語のひとつで，しっかり芯のある，強い音が欲しい時

　　　　　　　　に，身体の重みを指先にかけて得る音のこと．特に，強い和音を弾く時に，胴体，腰，肩

　　　　　　　　関節と手全体との連結によって，その奏法は為され，運動の中心は肩関節となる．

5．c音…この論文では，繁雑さを防ぐ意味で，音の高さを全て。，d，e，f，g，a，hのように簡略に記した

　　　　が，読者は，譜例で，その音の正確た高さを把握すること．

　　　　例えば，このC音は中央ハ，つまり，1点Cのことです

16，vibration　peda1…図Iを見て理解すること．

7．Arm　Tone…Body　Toneよりも弱い音になるが，主に，メロディー音を弾ぐ時に使われ，前腕のみを

　　　　　　　　使う場合，前腕と後腕を使う場合など，音質の多様化には重要た奏法（指の第1関節と肘

　　　　　　　　を結合し，肘を運動の中心とする）によって得られる音のことである．

8．Finger　Tone…主に伴奏音として活躍してくれるが，軽い音，薄い音質をイメージすると良い、指の第

　　　　　　　　　1関節と第3関節との連結によって得られる音のこと．運動の中心は指の第1関節であ

　　　　　　　　　る．

9．Artur　Rubinstein…20世紀最高のピアニストの一人．ポーランドに生まれ全世界で活躍し，後半生はパ

　　　　　　　　　　　リ・に住んだ．主に，Chopinや，スペインの曲で人々を魅了したが，其の他の作曲

　　　　　　　　　　　家の作品にも，余すところなく，その天才を発揮した．
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